
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

渡
わた

邉
なべ

誠
せい

二
じ

さん
（落合町阿部）

昭
和
47
年
に
小
学
校
教
諭
と
な
り
、

高
梁
教
育
事
務
所
学
校
教
育
課
長
、
高

梁
教
育
事
務
所
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た

後
、
川
面
小
学
校
、
高
梁
東
中
学
校
、

高
梁
小
学
校
で
校
長
と
し
て
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
現
場
で
の
温
か
く
配
慮

の
あ
る
教
育
活
動
の
実
践
を
生
か
し
つ

つ
、
行
政
に
お
い
て
も
広
い
視
野
を

も
っ
て
備
北
地
区（
高
梁
市
・
新
見
市
）

の
教
育
推
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

退
職
後
も
学
校
法
人
お
か
や
ま
希
望
学

園
に
お
い
て
学
園
長
や
理
事
長
を
歴
任

さ
れ
る
な
ど
、
教
育
へ
の
情
熱
を
様
々

な
形
で
注
ぎ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
☎
21-

１
５
０
８

防
災
ラ
ジ
オ
の
点
検
を

電
池
の
液
漏
れ
が
原
因
と
思
わ
れ
る

防
災
ラ
ジ
オ
の
故
障
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
年
も
雨
の
多
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
点
検
を
し

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

問
防
災
復
興
推
進
課 

☎
21-

０
２
４
６

ダ
ム
放
流
に
よ
る
増
水
に

注
意今

年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
川
で
の
作
業
・
釣
り
・
子
供
の
水

遊
び
な
ど
に
は
、
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン

が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の
水
が
増
え

る
の
で
、
た
だ
ち
に
川
か
ら
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
中
国
電
力
株
式
会
社☎

42-

４
５
３
３

防
災
パ
ネ
ル
展
を
開
催

防
災
意
識
の
向
上
や
日
々
の
備
え
に

役
立
つ
よ
う
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

時
の
写
真
や
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
を
展
示

す
る
防
災
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
一
弾
～
市
役
所
編
～

期
間
・
時
間　
６
月
14
日（
金
）～
27

日（
木
）・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
土
日
祝
を
除
く
）

場
所　
高
梁
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
第
二
弾
～
図
書
館
編
～

期
間
・
時
間　
６
月
28
日（
金
）～
７

月
16
日（
火
）・
午
前
９
時
～
午
後
９

時（
図
書
館
の
開
館
時
間
に
同
じ
）

場
所　
高
梁
市
図
書
館
３
階
カ
ウ
ン

タ
ー
前

問
防
災
復
興
推
進
課 

☎
21-

０
２
４
６

陸
海
空
自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

・
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

・
受
付
期
間　
７
月
１
日（
月
）～

  　
　
　
　
　
９
月
３
日（
火
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

・
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

・
受
付
期
間　
随
時

【
航
空
学
生
】

・
受
験
資
格

海
上
要
員　
18
歳
以
上
23
歳
未
満

高
卒（
見
込
含
）

航
空
要
員　
18
歳
以
上
24
歳
未
満

高
卒（
見
込
含
）

・
受
付
期
間　
７
月
１
日（
月
）～

  　
　
　
　
　
９
月
５
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
試
験
日
は
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

高
梁
地
域
事
務
所 

☎
22-

２
３
１
４

電
子
申
請
で
国
民
年
金
の

手
続
き
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
か
ら
、
国
民

年
金
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
紙
の
届
出
・
申
請
よ
り
も
簡
単
に

で
き
て
、
申
請
結
果
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
手
続
き

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の
届
出

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

③
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
申
請

④
国
民
年
金
付
加
保
険
料
に
関
す
る
手
続
き

⑤
国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
免
除
の
届
出

⑥
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
申
込

手
続
き（
事
前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
連
携
登
録
が
必
要

で
す
）

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

☎
21-

０
２
５
２

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

☎
21-

０
５
７
０（
音
声
案
内
に
沿
っ

て
ダ
イ
ヤ
ル
②
→
②
の
順
に
番
号
を
押

し
て
く
だ
さ
い
）

③吉備国際大学ボードゲーム部
　（ボードゲームを通じた地域住民の交流と多世代の居場所づくり）

ボードゲームを用いて交流
の場を提供し、防災意識の向
上や超高齢社会への理解を深
める。また、継続的なイベン
ト実施により、多世代の居場
所づくり、社会的孤立を防ぐ
きっかけづくりを目指す。

②一般社団法人みちくさコミュニティデザイン
　（「多世代交流が地域愛を育む！」地域交流学習創造事業）

子どもたちにとって、地域
住民との関わりで得られる知
恵や技術には、学校教育だけ
では得られない価値がある。
日常的な多世代交流を定着さ
せ、地域住民が子どもたちの
地域学習を支援する。

①吹屋に住んでみん会
　（ようこそ吹屋へ！ 吹屋まち開き大作戦！）

観光客や関わった人の「吹
屋に住んでみたい気持ち」を盛
り上げ、移住に繋げるために、
閉ざされた吹屋の情報を開き、
相談しやすい・次に繋がりや
すい仕掛けを作る。

令
和
６
年
度
人
権
啓
発
講

演
会人

権
が
尊
重
さ
れ
た
明
る
く
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
人
権
啓
発
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
28
日（
金
）

開
演　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

開
場　
午
前
10
時
予
定

場
所　

 

高
梁
市
文
化
交
流
館
３
階
中
ホ
ー
ル

講
師　
第
57
次
南
極
地
域

　
　
　
観
測
隊

　
　
　
渡わ
た

貫ぬ
き

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

主
催　
高
梁
市

高
梁
・
新
見
地
域
人
権
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

共
催　
高
梁
市
教
育
委
員
会

問
市
民
課 

☎
21-

０
２
５
４

高
梁
市
市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業

高
梁
市
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
と
は
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
団
体

や
地
域
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的
に
企

画
実
施
す
る
公
共
の
利
益
に
繋
が
る
事

業
に
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

応
募
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
書

類
審
査
お
よ
び
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
事

業
審
査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
二
次
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
４
事
業
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。（
う
ち
1
事
業
は
辞
退
）

市
は
、
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
を
通
し
て
、
市
民
活
動
の
さ
ら

な
る
活
発
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
で
行
わ
れ
る
活
動
が
個
人
や
団

体
に
新
し
い
き
っ
か
け
を
与
え
、
多
く

の
市
民
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域

課
題
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主

的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
協
働
し
、「
住
み
続
け
た

い
ま
ち
高
梁
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

問
市
民
課 

☎
21-

０
２
５
４

短
歌
短
歌  　
　
　
　
五五ごご

月月が
つ
が
つ
晴晴ばば

れれ  

電電で
ん
で
ん
動動ど
う
ど
う
車車し
ゃ
し
ゃ
にに
乗乗のの

りり
農農の
う
の
う
道道ど
う
ど
う
をを
行行ゆゆ

くく  

鴨鴨か
も
か
も
がが
二二にに

羽羽わわ

驚驚お
ど
ろ

お
ど
ろい
て
い
て  

円円え
ん
え
ん
を
ゑ
が
く　
　

を
ゑ
が
く　
　
宮宮み
や
み
や
本本も
と
も
と
芳芳ほ
う
ほ
う
苗苗べ
ょ
う

べ
ょ
うさ
ん（
川
上
町
七
地
）

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

短
歌
短
歌  　
　
住
み
慣
れ
し

　
　
住
み
慣
れ
し  

四
半
世
紀
の
山
荘
を

四
半
世
紀
の
山
荘
を  

手
放
す
春
の
夕
焼
け
の
空　
　

手
放
す
春
の
夕
焼
け
の
空　
　
桝桝ま
す
ま
す
上上が
み
が
み
秀秀ひ
で
ひ
で
雄雄おお

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

功績をたたえます・お知らせお知らせ

10令和６年（2024）６月11 令和６年（2024）６月 高梁市の市外局番は「0866」です


